
平成２３年度 北海道国語教育連盟

中学部 年間活動計画

１．担当者 部 長：葛西 孝之 （札幌市立屯田中央中学校）

副部長：横井 美史 （札幌市立札苗中学校）

部 員：多田 真一 （札幌市立真栄中学校）

綿谷 聡 （札幌市立厚別北中学校）

渡部 浩士 （札幌市立北辰中学校）

冨田 明好 （札幌市立簾舞中学校）

２．業務内容

（１）中学校の研究の企画・推進（研究部との連携）とそのまとめ

（２）中学校の組織の拡充（組織部との連携）とその活性化

・新しい学習指導要領の基本方針に基づき、中学校国語科教育の課題を明らかにする

とともに、これまでの連盟の研究実践の流れを踏まえた活動を推進する。

・学習指導要領の移行期を意識し、「生きる力」を高め合う新しい国語科授業の創造

に努める。

・学習者主体の授業を目ざし、国語を尊重する態度を育成するとともに実生活に生き

てはたらく言葉の力を追究する。

・各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身に付けることを重視し、言語活動の

充実を図る授業の創造に努める。

・研究の交流と進化、人的な輪の広がりのために、小中合同の夏と冬の学習会を企画

し、連盟研究組織の拡充を図っていく。

３．活動計画

月 活 動 内 容

４月 年間活動計画案の作成

５月 役員会・常任委員会で年間計画の提案

６月 連盟の夕べ参加・協力 各地区の情報収集・交流

７月 夏の研究交流学習会へ向けた準備

８月 夏の研究交流学習会 各地区の情報収集・交流

９月 全道大会への参加体制の確認

１０月 第６６回北海道国語教育研究大会（釧路大会）参加 全道各地との交流

１１月 大会の成果と課題のまとめ

１２月 冬の研究交流学習会へ向けた準備

１月 冬の研究交流学習会 各地区の情報収集・交流

２月 次年度へ向けた活動計画の見通し

３月 年度反省 年間活動報告書の作成と報告 次年度研究の素案づくり

―中学部１―


